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◎はじめに

１月は、インフルエンザ等による工数影響を考慮して社内教育は休止しました。

２月まで休止して３月から再開します。インフルエンザはだいぶ収まってきた感が
ありますが引き続き体調には気をつけて下さい。

今日は、新年会ですね。私は、今回もホテル泊はあきらめ、ノンアルコールでの参
加になります。日頃も晩酌はせず、飲まなくても大丈夫なのですが。。。
今日のお店は、美味しいお店のようなので期待しています。

くれぐれも飲酒運転はしないようにして下さいね。
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★ 今 月 の ス ロ ー ガ ン ★

積荷の固定を再確認！！

社員の皆さんは、スローガンを意識して安全運転を行ってください

最近、風が強い日が多く感じます。荷台を再確認し、落下物のないように。

ちょっとしたことが大きな事故につながる可能性があります。

落下物の責任は当然、落とした者にあります。軽いもの、滑るものには特に

注意してコンプライアンス意識を持って業務に取り組みましょう！！

今月もご安全に！！
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ＣＳＲとＣＳＶについて考えてみよう

林材の企業理念は「木の文化を通して社会に貢献」です。

今回は、ＣＳＲとＣＳＶについて考えてみたいと思います。
ＣＳＲ（Corporate Social Responsibility）は「企業の社会的責任」、
ＣＳＶ（Creating Shared Value）は「共通価値の創造」の略称です。

略称は１文字しか違いませんが大きく意味が異なります。ＣＳＲは、
コンプライアンス（法令遵守）や環境マネジメントなど企業としての当
然の責任であったり、環境保護活動や寄付など慈善事業的な取組
みなど社会的な評判を気にした保守的な位置付けになります。

一方、ＣＳＶは、社会問題を企業の事業戦略として扱い「企業責任」
と同時に「事業機会」として取り組むことをさしています。社会的価値
の実現を目指した創造的なイノベーションは、企業の成長戦略とな
り、社会と連携してＷｉｎＷｉｎで取組むことにあります。林材は、ＣＳＶ
として社会問題を解決、企業と社会の双方が共通の価値を生み出
す事業に引き続き取組んでいきます。


